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「予鈴」が鳴るということはどういうことだろう。 

予鈴というのは考えてみると非常に不思議なもので、それが鳴るということはすなわちもうすぐ何か

が始まるということではある。例えば教室での授業などを思い出す人も多いだろう。授業が始まると

いう合図ではあるがしかし同時に「予」鈴である以上、まだ始まってはいない。そのような一種曖昧

な、まさにあることが始まろうとしているその狭間のようなところにこの詩集は焦点化されているの

だ。 

 

  ＊ 

 

 まるらおことは、合評の場で顔を合わすことが多い。ある時、「予鈴」がプリントで配られた。後にこ

の詩集のタイトル作品になるとは思いもよらなかったが、最終連「また何か変わるのだと言う」という

その「何か」がとても気になったのだった。 

 

花降る朝に予鈴が聞こえる 

また何か変わるのだという 

 

「何か」というのはあまりにも漠然としているから、もう少し別の言い方はないものだろうかというような

ニュアンスのことを確か言ったはずだ。しかし、詩集に収める際にもまるは直すことをしなかった。詩



集自体が「曖昧な領域」というものを主題化しているとすれば、決して変えてしまってはならないの

だということに今頃になって気が付く。 

 そもそも合評会というものは、誰かの意見に従って自分の作品を書き換えたりするためにあるもの

ではない。むしろ自分の作品の何が肝心なのかということを自分自身で気づいていくために存在す

るのである。だからもし僕のコメントが役立ったとすれば、彼女がその「何か」という表現を見つめ直

す機会になったかも知れないことくらいだろう。或いはそのころにはもう、彼女の中で「曖昧さ」という

もの重要性に焦点が定められていたとすれば、僕は全く余分なことを言ったに過ぎない。 

 

  ＊ 

 

 第 2詩集『予鈴』の中にはさまざまな形の「曖昧さ」がちりばめられている。例えば詩集の４番目に

出てくる「古代の記憶」という作品の中には「言葉が乱反射する」という詩句がある。言葉がちゃんと

心に届くのではなく、てんでばらばらな方向に向かって室内を、屋外を飛び跳ねる。その中にまるら

おこがぽつねんと立っていて、ただ茫然としている。否、彼女は茫然となどしていないかもしれな

い。まったく意に介さず、飄々と得意のインド舞踊を踊っている。 

 また「剛毛の思ひ出」という奇妙な作品には〈転生〉の感覚が記されている。彼女は現在の世界に

居ながら同時に「次の星」へと飛ぶ方法を探っている。これなど一見「曖昧」とは無関係にも思われ

るが≪現界でもない、異界でもない≫という風に捉えれば、やはり「曖昧」の領域に属すると言える。 

現界にいながらあの世への道筋を探るその存在の仕方は、詩集に現れる非常にさりげない仕草

の中にも読み取ることができる。たとえば「水」という詩には、まだ子供の順番なのに間違って手を伸

ばしてしまった人のことが書かれている。「照れ笑いするおとな」という言葉だけでひとつの連として

屹立している。それはとても目を引く。笑うでもない素面でもない、微妙な表情は、本鈴がなる前の

極めて不思議な時空ととても似ている。 

 

  ＊ 

  

そのような曖昧さを典型的に現わしているという点でも、あるいはそういう詩集の主題に合わせて考

えることを抜きにしても僕が注目するのは「はさんでいるそれは何」という作品である。 

   

「はさんでいるそれは何」 

 

ヒグラシが鳴いている  

 

対岸の軽トラでおにいさんが 

一生懸命何かを何かにはさんでいる 

何を売ろうとしているのか 



小学生が買いにきて食べ始めた 

何をそんなになめているのか 

遠目にはだいたい何もわからない 

 

鳴き声は強く弱く 

一瞬の沈黙を作りながら 

織物のように 

森の茂みを覆っていく 

人の動作は無音になり 

おにいさんは風景の部分となる   （全文） 

 

軽トラのお兄さんと群がる子供たちの姿までは見えるのだが、肝心の「何をしているのか」までは

判らない。でも何か挟んでいる。この詩は、結局そのままで終わる。何が挟まれているのかは永遠

の謎である。しかし、とここで考える。もしも「挟んでいるもの」が分かったとすれば、物語は完結して

しまう。納得してしまえばただの事実である。何かが引っかかる形で残るからこそ印象に残り続け

る。「分からない」ということへのまるらおこの期待感もそこにあるのだと理解できる。それで詩集のこ

こまでの部分にもう一度全部目を通してみる。すると「夕暮れごと」という詩を見逃していたことに気

づく。 

   

「夕暮れごと」 

 

夕映えに染まった機体が 

無音で雲を伸ばしながら飛んでいた 

オレンジ色に淡く、輝く帯の空 

 

こんな光景が 

夕暮れごとにあったなんて 

 

地上から中のお客さまへ 

いまあなたは夕焼け色の 

豆粒に乗っています 

ええ、 

中にいては思いもつかないほど 

きれいだというだけです 

 

機内から地上の人へ 



いまこの乗りものは強く西陽に照らされ 

いつもと違った色で飛んでいるはずです 

ええ、 

手元ばかりを見て 

誰も空を見上げないだろう 

というだけです 

 

飛行機が飛んでいる。地上から眺める人には中の世界は分からない。でも機内には確かにもうひと

つの別の現実がある。しかし飛んでいる人も、下から眺めている人もそんなことはあまり考えてもみ

ない。けれども確実に世界はある。このことは、曖昧に書かれているからといって、曖昧に書かれた

ことがら自体が存在しないのではなく、当然ながら確かに存在しているのだということに気付かせて

くれる。 

 

  ＊ 

 

 はっきりと言い切ってしまわないことで余韻を残すという方法は、詩においては一般的なものでは

ある。だが連続して集中的に一冊の詩集の中に現れているとすれば？それはすなわちその詩集自

体の主題に間違いないということが出来るだろう。 

この詩集にはそのほかにも魅力的な作品が多くあってたとえば「閃光」もその一つだ。 

 

新しい計画を思い浮かべて 

身震いした    （冒頭部） 

 

この詩は右のような、どきどきする感じで始まっている。書き手のまるだけでなく読者も「新しい計

画」に夢中になりそうになる。聞き耳を立ててしまう。「身震いした」ほどの計画って？！ところが、詩

の中ではそれに触れず、「波際を歩き続けて／ペンギン風の女子高生とすれ違」ったり、「長いこと

カフェで油を売った」りするだけで終わる。もっとも「ペンギン風の女子高生とすれ違」うことそれ自

体、「身震い」に価するような気がするから、詩を読む喜び自体は減じないのだが、それにしても「計

画」のことはやはり気に掛かる。（実は僕は「ペンギン風の女子高生とすれ違」うというイメージと言葉

とがとても気に入っていて、まるが、この詩集のタイトルにこれを入れないかなぁと密かに期待して

いたくらいだ。僕なら自分の詩集を作るとすればゼッタイこのタイトルにする！笑） 

さらには詩集後半部にある「こわれもの」という作品。「金魚鉢のように胴体がふくらんで口がすぼ

まった、／ブルゴーニュのワイングラス。」を土産替わりにもらうのだが、とても繊細なもので、語り手

はそれを大切にしまい込む。その後、 

 

ブルゴーニュのワイングラスは、 



胴体が頭の中で日に日に形を変え、 

いびつなまでの膨らみ方をした、 

異形のものとなった。 

 

この作品には珍しく？明確なオチがあり、語り手は想像していたワイングラスとはずいぶん異なる

「ホンモノ」に出会うことになる。 

 

しばらくして 

とても久しぶりに戸棚を開けて 

ブルゴーニュのワイングラスを見てみると 

実はずいぶんすっきりした姿だった。 

 

これは、日常の生活を例にとって、分からない、曖昧に示された言葉が、どんどんと膨らんで、実際

よりも大きく育つということをうまく描き出している。まるが、曖昧なままに詩の現実を放置するのも、

この「いびつなまでの膨らみ方」を読者に期待しているのだと僕は思う。 

 

  ＊ 

 

曖昧な感覚に満たされているこの詩集であるが、ひとつだけ僕が確信を持つのは、この予鈴は

「死」と強い関わりを持つことである。誰の死？親しい人か恋人か。それとも語り手自身に迫りくる死

の陰のイメージなのかは「計り知れない」（さすらいのガンマン）。しかし予鈴が鳴って死の領域に近

づくことで、極めて強い緊張感あるいは息苦しさを感じることだけは確かである。これは「Lyric 

Jungle」かどこかに最近書いたのだが、この息苦しさは、文学にとってマイナスの要素では決してな

く、文字通りこの詩集が文学の王道を行っているという証左ですらある。 

最後に。詩集の話を逸脱するが、僕は「予鈴」とはたった一度だけ鳴り、次に鳴るのは本鈴なの

だと思っていた。だが考えてみればこの詩集を読むたびに予鈴は鳴るのだ。翻って言えば、この詩

集に戻ることで「まだ生きてゆける」時間をいつだって手に入れることができるのである。何と言うこ

とだろう。絶望の書のように見えながらも、実は繰り返し希望を鳴らしているとは。また、予鈴が鳴り

続けている。 


